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12
年
度
入
試
の
ポ
イ
ン
ト
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
震
災

　

東
日
本
大
震
災
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
。

こ
の
二
つ
が
、
12
年
度
入
試
の
小
論
文

の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
で
は
、
次
は
ど

う
な
る
か
。

　

お
そ
ら
く
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い

て
は
内
容
が
深
化
し
、
も
う
一
方
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
格
差
や

貧
困
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
は
な

く
、
プ
ラ
ス
の
面
も
含
め
た
複
雑
な
相

を
考
え
さ
せ
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。

【
形
式
面
か
ら
見
た
傾
向
】

・
設
問
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る

・
課
題
文
要
約
や
下
線
部
説
明
な
ど

テ
ー
マ
理
解
に
重
点
を
置
く
設
問
が

さ
ら
に
増
え
た

・
要
約
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
さ
ら
に
重

要
に
な
っ
た

・
一
見
、
読
解
中
心
で
現
代
文
の
試
験

に
近
づ
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
小

論
文
は
社
会
的
背
景
・
知
識
が
不
可

欠
で
、
こ
の
傾
向
は
強
ま
る
一
方

・
課
題
文
の
提
示
す
る
問
題
が
簡
単
に

解
決
策
を
示
せ
る
内
容
で
は
な
い

・
受
験
生
は
、
単
純
な
裁
断
で
は
な
く
、

価
値
の
両
義
性
を
踏
ま
え
た
理
解
が

よ
り
必
要
と
な
っ
て
い
る

国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

質
的
に
大
き
く
異
な
る

　

近
年
の
小
論
文
で
最
も
多
く
出
て
い

る
中
心
テ
ー
マ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

が
生
み
出
し
た
格
差
問
題
な
ど
負
の
側

面
だ
。
今
回
の
入
試
で
も
、
経
済
格
差

や
貧
困
を
め
ぐ
る
出
題
は
、
実
に
多

か
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
社
会
に

お
け
る「
承
認
」「
無
縁
化
」と
い
う
テ
ー

マ
も
目
に
つ
い
た
。

　

し
か
し
、
前
回
の
入
試
か
ら
、
プ
ラ

ス
面
を
強
調
し
た
課
題
文
が
出
始
め
た
。

こ
れ
か
ら
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
グ
ロ 

ー
バ
ル
社
会
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
加
え
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
肯
定
的
な
面
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
生
み
出
し
た
プ
ラ

ス
の
面
と
マ
イ
ナ
ス
の
面
の
両
義
性
を

見
つ
め
る
視
点
が
、
こ
れ
か
ら
の
小
論

文
で
は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
。
簡
単
に

言
え
ば
、
今
あ
る
国
家
や
地
域
な
ど
の

タ
テ
割
り
の
境
界
を
超
え
、
地
球
が
一

つ
の
単
位
に
な
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、

国
境
に
関
係
な
く
、
物
事
が
地
球
的
規

模
で
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

昨
今
、「
国
際
社
会
」
と
い
う
言
葉

は
す
っ
か
り
使
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ

複雑化する社会問題の
正と負の両面を押さえる
　　 2013年度入試に向けて「小論文対策研究会」まとめ
　小論文の問題では、社会問題が課題文などを通して多く用いられる。しかし、近年
の社会問題は複雑化して解決困難になった。今の受験生に強く求められるのは、問題
に対する正しい認識と論点の抽出だ。「小論文研究会」（主催：学研教育みらい）で講
師を務めた大堀精一（本誌監修）が解説したポイントをまとめた。（構成／宇津木聡史）

特 集

【グローバル社会の誕生から現在まで】

第２次大戦後、世界は自由主義と社会主義の２大ブ
ロックに分割された

経済・軍事・宇宙開発・スポーツなどあらゆる分
野で長い間、対立が続いた

1990年初め、ソ連が政治政策の失敗で社会主義
を放棄し「冷戦」が終わる

社会主義体制が消滅し、自由主義陣営が勝利する

アメリカ中心の自由主義の思想・文化・経済システムが世界
を席巻し浸透

インターネットの発達、金融規制の緩和で地球全
体が市場となる

市場原理をベースにしたグローバリゼーションが展
開され、現在に至る

豊かさと格差・貧困が背中合わせのグローバル社
会成立。国家の役割縮小。

冷戦の終わりがグローバリゼーションの始まり

グローバル化はアメリカ的なものが世界に浸透することで始まった
例：�ジーンズ、自動車、マクドナルド、コーラ、ポップミュー

ジック、ハリウッド映画、ウインドウズ、iPhone、ディ
ズニーランド……という名のグローバル商品

●特集　2013 年度入試に向けて「小論文対策研究会」まとめ

に
代
わ
っ
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い

う
言
葉
が
定
着
し
た
。
実
は
、
国
際
化

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
違
い
、
あ
る
い
は

国
際
化
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
転
換

は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

国
際
化
と
は
、
主
に
国
と
国
と
が
交

流
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
目
的
は
、

人
や
物
が
移
動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
学
び
な

が
ら
豊
か
に
な
る
こ
と
だ
。
そ
の
主
役

は
国
で
あ
り
、
自
国
と
他
国
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。

　

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
心
は
企

業
だ
。
世
界
を
動
か
す
の
は
国
で
な
く
、

企
業
で
あ
り
市
場
と
な
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
経
済
競
争

だ
。
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
投
資
、
生
産
、

消
費
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
、
国
家
の
枠

を
超
え
て
広
ま
り
、
有
力
企
業
は
世
界

に
次
々
に
進
出
し
て
激
し
い
競
争
を
繰

り
広
げ
、
世
界
中
が
力
の
あ
る
者
に
従

う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
国
家
の
存
在

は
、
ど
う
し
て
も
相
対
的
に
小
さ
く

な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
、
冷
戦

の
終
結
後
に
世
界
を
席
巻
し
、
そ
の
波

は
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
。
今
の
高
校

生
も
、
こ
の
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
、
嫌
で
も
出
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
大
学

の
濱
田
純
一
総
長
は
、
２
０
１
２
年
度

の
入
学
式
で
、「
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、

よ
り
タ
フ
に
」
と
い
う
言
葉
を
新
入
生

に
投
げ
か
け
た
。
タ
フ
で
な
け
れ
ば
、

厳
し
い
競
争
が
強
い
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
は
生
き
て
い
け
な
い
の
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
競
争
原

理
は
、
切
磋
琢
磨
す
る
と
か
競
争
に

よ
っ
て
互
い
に
成
長
し
合
う
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
相
手
を
倒
す
ま
で

果
て
し
な
く
競
う
。
そ
れ
が
今
の
競
争

原
理
の
性
質
だ
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
持
つ

プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
面

　

こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
の
競
争
原
理
は
、

あ
る
面
で
、
社
会
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
。
例
え
ば
、
消
費
者
に
対
し
て
は
、

選
択
肢
の
多
さ
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

価
格
高
騰
の
抑
制
な
ど
を
も
た
ら
す
。

例
え
ば
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
服
の
よ
う
に
、

あ
る
程
度
の
品
質
の
商
品
を
、
あ
る
程

度
の
安
さ
で
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
、

消
費
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。
熾
烈
な
競
争
原
理
は
、
社

会
的
な
豊
か
さ
を
安
く
提
供
し
て
く
れ

る
原
動
力
に
な
る
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
プ
ラ
ス
面
だ
。

　

で
は
、
な
ぜ
マ
イ
ナ
ス
面
が
生
ま
れ

る
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
競
争
は
“
ほ

ど
ほ
ど
”
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
だ
。
競
争
を
や
め
る
に
は
、

競
合
す
る
相
手
を
す
べ
て
潰
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。と
き
に
は
、資
本
を
持
っ

て
い
る
者
同
士
が
結
び
付
い
て
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
弱
い
者
を
次
々
に

倒
し
て
い
く
。
ま
さ
に
弱
肉
強
食
の
世

界
。
こ
の
競
争
が
続
く
と
、
食
う
側
と

食
わ
れ
る
側
と
の
格
差
が
大
き
く
な
り

続
け
て
い
く
。

　

ま
た
、
競
争
が
熾
烈
に
な
る
と
価
格

を
高
く
で
き
な
く
な
り
、
コ
ス
ト
削
減

の
傾
向
が
強
ま
る
。
す
る
と
、
人
件
費

を
下
げ
よ
う
と
す
る
力
が
働
き
、
社
員

の
給
料
の
抑
制
や
人
員
削
減
、
そ
し
て

正
社
員
の
採
用
を
減
ら
し
て
非
正
規
雇

用
者
で
不
足
分
を
無
駄
な
く
調
整
し
よ

う
と
す
る
企
業
が
増
え
る
。

　

今
、
大
学
生
が
必
死
に
就
職
活
動
を

　貿易の拡大によって、日本のなかで以前
よりも貧しくなる人が出てくることは事実
だろう。その結果、日本国内の格差が拡大
するかもしれないが、豊かな人から貧しい
人に所得を移転すれば、貿易をしなかった
時よりも日本人は全員豊かになれる。（中
略）日本の格差や貧困問題が貿易によって
拡大するという側面があっても、それは日
本国内の社会保障制度や教育で解決すべき
ものではないだろうか。

（大竹文雄『競争と公平感』中公新書より　
鹿児島大学・法文学部が課題文として採用）

【競争原理 (市場原理 )の正と負】

プラス面 マイナス面

消費者の選択幅が拡大
サービスの向上
価格が高くならない

競争と対立が激化
社会の中で格差拡大
貧困が増大

貧　困

格　差

サービスの向上

性能の向上

保証の充実

価格の抑制

ポイントの付与

【グローバリズムの両義性】
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し
て
も
内
定
が
取
れ
な
い
の
は
、
非
正

規
雇
用
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ
。
正
社

員
と
派
遣
社
員
の
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
背
景
に
は
、
実
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
競
争
原
理
が
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
も
た
ら
す
問
題

は
、
豊
か
さ
と
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て

深
刻
化
す
る
の
で
、
食
い
止
め
る
こ
と

が
と
て
も
難
し
い
。
競
争
原
理
が
私
た

ち
の
首
を
絞
め
る
と
分
か
っ
て
い
な
が

ら
も
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に

行
く
こ
と
は
や
め
ら
れ
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）
の
問
題
も
同
様
だ
ろ
う
。
日

本
が
参
加
す
れ
ば
、
国
内
の
農
家
は
大

打
撃
を
受
け
る
が
、
消
費
者
か
ら
す
れ

ば
ユ
ニ
ク
ロ
の
よ
う
な
比
較
的
高
品
質

低
価
格
の
食
品
を
ス
ー
パ
ー
で
買
え
る

よ
う
に
な
る
。

　

今
後
の
小
論
文
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

を
考
え
る
場
合
、
こ
の
プ
ラ
ス
の
面
と

マ
イ
ナ
ス
の
面
を
正
し
く
認
識
し
て
お

い
て
か
ら
、
課
題
文
と
設
問
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

や
や
深
み
に
欠
け
た

震
災
の
テ
ー
マ

　

予
想
通
り
、
12
年
度
の
入
試
の
小
論

文
は
、
震
災
に
関
わ
る
問
題
が
目
立
っ

た
。
し
か
も
、
出
題
形
式
・
レ
ベ
ル
・

分
野
な
ど
が
幅
広
か
っ
た
。
た
だ
、
今

改
め
て
読
む
と
課
題
文
の
内
容
が
、
や

や
深
み
に
欠
け
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、

こ
れ
は
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
入
試
問

題
を
作
る
ま
で
に
、
半
年
ほ
ど
の
時
間

し
か
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
13
年
度

の
入
試
は
、
震
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
出

題
は
減
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
課
題
文
の

内
容
は
深
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

次
の
入
試
で
は
、
震
災
被
災
地
の
復

興
が
大
き
な
焦
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

今
、
被
災
地
の
復
興
状
況
が
少
し
ず

つ
伝
え
ら
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、

復
興
の
ド
ラ
マ
が
報
じ
ら
れ
な
い
地
域

は
、
が
れ
き
の
処
理
も
進
ま
ず
、
仮
設

住
宅
で
暮
ら
す
人
々
の
間
で
は
先
行
き

が
見
え
ず
、
孤
独
死
に
近
い
状
態
も
出

て
い
る
。
目
に
見
え
な
い
放
射
線
の
影

響
で
元
の
場
所
に
戻
れ
な
い
人
も
多
く
、

人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る
地
域
で
は

高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
復

旧
は
と
も
か
く
、
復
興
は
地
域
主
導
で

未
来
像
を
描
く
べ
き
だ
が
、
こ
の
当
た

り
前
の
こ
と
が
実
現
で
き
て
い
な
い
。

　

小
論
文
で
受
験
す
る
生
徒
は
、
被
災

地
の
現
状
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、
復
興

に
あ
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
論
点
が
あ

る
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
頭
の
中
に
入
れ

て
お
き
た
い
。

　

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
は
、
福

島
大
学
人
文
社
会
学
群
（
経
済
経
営
学

類
）
の
問
題
だ
。
分
か
り
や
す
く
復
興

に
つ
い
て
の
論
点
を
明
示
し
て
い
た
。

三
つ
の
朝
日
新
聞
の
記
事
が
課
題
文
と

し
て
出
さ
れ
、
一
つ
目
は
前
岩
手
県
知

事
で
元
総
務
相
の
増
田
寛
也
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
だ
っ
た
。増
田
氏
は「
地

震
で
東
北
は
深
刻
な
人
口
減
に
な
る
で

し
ょ
う
。
高
齢
者
の
比
率
も
上
が
る
。

も
は
や
成
長
を
前
提
に
は
で
き
な
い
。

成
熟
社
会
を
前
提
に
し
た
計
画
が
必
要

で
す
。
自
助
、
共
助
、
公
助
で
い
え
ば
、

共
助
を
ベ
ー
ス
と
し
た
医
療
や
福
祉
の

あ
り
方
を
盛
り
込
ん
だ
復
興
計
画
を
つ

く
る
の
で
す
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
心
理
的
な
苦
し
さ

も
、
小
論
文
で
は
見
逃
せ
な
い
論
点
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

長
崎
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
が
取
り

上
げ
た
哲
学
者
の
鷲
田
清
一
氏
の
課
題

文
が
秀
逸
だ
（
左
上
）。
鷲
田
氏
は
、

自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
物
語
性

か
ら
生
ま
れ
る
と
考
察
し
、「
自
分
は

何
を
す
る
た
め
に
こ
こ
に
い
る
の
か
？

こ
う
い
う
問
い
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
一
つ
で
も
答
え
が
不
明
に
な
っ
た

と
き
、
わ
た
し
た
ち
の
存
在
は
大
き
く

揺
ら
い
で
し
ま
う
」
と
指
摘
す
る
。

　

前
回
の
小
論
文
の
課
題
文
を
い
く
つ

も
読
む
な
ど
し
て
、
被
災
地
の
復
興
と

被
災
者
の
心
の
復
興
の
両
方
に
つ
い
て

問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
所

在
を
受
験
ま
で
に
掴
ん
で
お
き
た
い
。

　子に先立たれた人、回復不能な重い病に
侵された人、事業に失敗した人、職を失っ
た人……。かれらがそうした理不尽な事実、
納得しがたい事実をまぎれもないこととし
て受け容れるためには、自分をこれまで編
んできた物語を別のかたちで語りなおさな
ければならない。人生においては、そうい
う語りなおしが幾度も強いられる。（中略）
このたびの震災で、親や子をなくし、家や
職を失った人びとは、こうした語りのゼロ
点に、否応もなく差し戻された。（中略）
けれども、語りなおしは沈黙をはさんで
訥 （々とつとつ）としかなされないために、
聴く者はひたすら待つということに耐えら
れず、つい言葉を迎えにゆく。『あなたが言
いたいのはこういうことじゃないの？』と。
（鷲田清一「＜隔たり＞は増幅するばかり　寄り
添い、語りなおしを待つ」朝日新聞（朝）2011
年 6月 11日より　長崎県立大学看護栄養学部
が課題文として採用）

【人の物語を聴く重要さ】

●特集　2013 年度入試に向けて「小論文対策研究会」まとめ

【
震
災
関
連
の
出
題
内
容
】

・
生
の
根
源
的
な
場
所
の
喪
失
：
地
震
、

津
波
、
放
射
能
で
奪
わ
れ
た
土
地
や

場
所
が
持
つ
本
質
的
な
意
味
。
土
地

を
介
し
た
人
々
の
つ
な
が
り
の
破
壊
。

・
震
災
が
日
本
経
済
に
与
え
た
影
響
：

大
打
撃
を
受
け
た
生
産
施
設
や
社
会

資
本
な
ど
。
生
産
力
の
低
下
と
復
興

へ
の
巨
額
支
出

・
原
発
事
故
と
電
力
不
足
：
電
力
不
足

に
よ
る
経
済
の
失
速
と
地
球
温
暖
化

問
題
。
科
学
技
術
の
あ
り
方

・
天
災
や
防
災
の
先
人
の
警
告
：
寺
田

寅
彦
「
天
災
と
国
防
」
が
出
題

・
震
災
が
人
間
心
理
に
与
え
る
も
の
：

風
評
や
被
災
地
へ
の
後
ろ
め
た
さ

・
医
療
従
事
者
の
被
災
地
へ
の
関
わ

り
：
あ
え
て
被
災
地
の
病
院
に
応
募

す
る
医
師
、
医
療
従
事
者
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
な
ど

・
間
接
的
に
震
災
を
意
識
し
た
も
の
：

社
会
関
係
資
本
、
新
し
い
町
作
り
、

メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
、
中
央
と
地
方

の
関
係
、
希
望
の
作
り
方
な
ど

原
発
事
故
で
生
じ
た

電
力
不
足
問
題

　

東
日
本
大
震
災
の
テ
ー
マ
で
は
、
当

然
、
原
発
事
故
に
つ
い
て
も
準
備
し
て

お
き
た
い
。
原
発
事
故
に
よ
っ
て
生
じ

た
社
会
的
な
テ
ー
マ
は
二
つ
の
側
面
が

あ
る
。
一
つ
は
、
放
射
能
汚
染
を
受
け

た
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
今
後
の
生
活
。

も
う
一
つ
は
、
原
発
停
止
に
よ
る
電
力

不
足
の
問
題
だ
。
ど
ち
ら
も
新
た
な
展

開
が
予
想
さ
れ
、
見
通
し
は
不
確
か
だ

が
、
入
試
と
し
て
の
主
力
は
現
段
階
で

は
後
者
の
電
力
不
足
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
だ
ろ
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
あ
る
程

度
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
歴
史
的
な
経

緯
か
ら
検
証
と
推
測
が
可
能
だ
か
ら
だ
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
原
発
事
故
に
よ

る
電
力
不
足
問
題
は
、
環
境
と
経
済
の

二
律
背
反
に
帰
着
す
る
。
電
力
不
足
で

起
き
る
最
大
の
問
題
は
、
日
本
経
済
の

失
速
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
な
れ

ば
、
生
産
力
が
落
ち
る
。
生
産
力
が
落

ち
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
勝
て
な

く
な
る
。
企
業
の
競
争
力
が
落
ち
れ
ば
、

失
業
者
も
増
え
る
。
日
本
に
は
、
震
災

が
発
生
す
る
ま
で
、
54
基
の
原
発
が

あ
っ
た
。
原
発
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
、

日
本
全
体
の
電
力
の
約
３
割
が
失
わ
れ

る
。
九
州
電
力
、
中
国
電
力
、
関
西
電

力
、
北
海
道
電
力
で
は
４
割
前
後
も
失

わ
れ
る
。
経
済
を
失
速
さ
せ
な
い
た
め

に
、
電
力
不
足
を
解
消
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ど
う
す
る
か
。

　

シ
ナ
リ
オ
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
目

は
、
眠
っ
て
い
た
火
力
発
電
所
の
復
活
。

実
際
、
不
足
し
た
電
力
の
半
分
は
こ
の

方
法
で
補
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
火
力

発
電
は
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
こ
と
だ
。
マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
指

摘
し
な
い
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関

す
る
国
際
的
な
取
り
決
め
の
「
京
都
議

定
書
」
が
有
名
無
実
化
し
て
い
る
。
日

本
の
場
合
、「
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
下
に
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
原
発
の
建
設
を
推
進
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
を
削
減

す
る
政
策
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

原
発
の
「
安
全
」
が
今
回
の
事
故
で
失

わ
れ
、
京
都
議
定
書
を
守
る
た
め
の
前

提
も
失
わ
れ
た
。
日
本
の
社
会
は
今
、

環
境
よ
り
も
経
済
を
優
先
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

あ
る
い
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
で
代
替

す
る
と
い
う
案
だ
。
こ
れ
ら
の
電
源
は

二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
。
し
か
し
、

今
の
日
本
の
電
源
構
成
比
で
は
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
％
に
過
ぎ
ず
、
今
す

ぐ
に
は
原
発
の
代
わ
り
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
原
発
の
再
稼
動
を
求
め
る
声

が
出
て
く
る
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な

選
択
が
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
ベ
タ
ー

か
と
い
う
こ
と
だ
。
答
え
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
価
値
観
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
で
出
す
し
か
な
い
。

原発のキャッチ ･フレーズ

「安全でクリーンなエネルギー」

原発事故

「安全」は通用しなくなってしまった！
 それでは「クリーン」は……？

【なぜ原発を増やしたか？】

〈シナリオ１〉

▪眠っていた火力発電所の復活
　→有害ガス（温室効果ガス）の発生
　→発電コストの増大＝電気料金の値上げ

〈シナリオ2〉

▪クリーンな自然エネルギーで代替
　→使われている発電量が少ない
　→現状では設置地域が限定される

？どちらも問題あり→原発を再稼動する？

【原発停止による電力不足の解消】


